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「福田ドクトリン」を発表し、日本は東南アジアの国々と透明性を持って心と心で通じ合い、対話する用意があることを伝え、その懸念を払拭したのである。 の福田ドクトリンが日本・ＡＳＥＡＮ関係の土台を作った。それから三〇年。今年（二〇〇八年）初めに、福田前首相が二番目の福田ドクトリン、 「福田ドクトリンⅡ」を発表した。最初の福田ド と東南アジアの関係を対象にしていたのに対し、東アジア全体を対象にしている が福田ドクトリンⅡの特徴であった。
　東アジアの協力は一九九七年の通貨・金











融危機という）津波 影響を心配 いる。しかし、東アジアにおいて私たちは自信を持っていられるわけである。東アジアのリーダーたちは知恵を集めて、手を携えて、この津波に共に立ち向かっていこうということになった。その典型がチェンマイ・イニシアティブの多国間化である。チェンマイ・イニシアティブは一九九七年の通貨機の産物であるが、二国間の取り決めであった。今回、リーダ ちは多国間によるチェンマイ・イニシアティブを作ろうと考えた。そして、アジア 債券市場 ついても議論が進んでいる。この地域にある潤沢な貯蓄をこの地域の資金として使う制度である。東南アジア、そしてＡＳＥＡＮだけで外貨準備金は五〇〇〇億ドルを超えている。
　そして、ＡＳＥＡＮは中心となってこれ
らの取り組みを進め きた。ＡＳＥＡＮは対立する利害のバランスを取ってきた である。東アジア地域 の協力はＡＳＥＡＮ＋３から発展してＡＳＥＡＮ＋６へと踏み
出している。ＡＳＥＡＮ＋６はＡＳＥＡＮと中国、日本、韓国、さらにインド、オーストラリア、ニュージーランドを含む一六カ国で構成されている。そして、この一六カ国のうち六カ国が二〇〇八年一一月にワシントンで開催されたＧ
20に呼ばれた。新
しい世界金融のアーキテクチャについての話し合いに、東アジアの六カ国が出席したのである。日本、中国、韓 オーストラリア、インド、インドネシ である。このように世界の中で私たちは一つの大きな勢力となった。世界銀行のゼーリック総裁は「東アジアは責任あるステークホルダー （利害関係者）であり 国際的な金融、経済システムにおいて大きな役割を担う地域 ある」とおっしゃってい●東アジア地域統合への課題
　東アジア域内の貿易・投資は本当に大き





未完のままである。統合の阻害要因はあり、それを一つ一つクリアし いかなければならない。例えば日本企業の方のお話だと関税そのものは下がっているが税関での通関手続きに時間がかかり、部品調達の障害になっているということである。そこで、日本政府は私たちのために東アジア・ＡＳＥＡＮ経済研究センター（ＥＲＩＡ）を作ってくれた。福田前首相は「自分 夢はこのＥＲＩ を東アジアのＯＥＣＤにすることだ」とお話しされた。東アジア シンクタンクとしてのＥＲＩＡが統合の障害を取り除く方策を探ってくれるであろう。日本、そしてジェトロ、経済産業省 東アジア地域統合にどういう課題があるのかよく分かっていたのだと思う。ＥＲＩＡの成果は東アジア地域経済全体に資するも である。
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［付記］
本稿は国際シンポジウムでの基調
講演の発表内容をアジア経済研究所において翻訳・編集したものである。
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